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【   津久見市   】

１ 調査結果の概要

２ 津久見市の児童･生徒質問調査の調査結果をふまえて

・「自分の考えが上手く伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表する」の項目について、肯定

的な回答が全国の値より８ポイント以上低い。

・ICＴ機器の活用に関する項目において、肯定的な回答が全国の値を超えるものはなかった。

・「授業で学んだことを次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができると思いますか」の

項目について、肯定的回答は高いが日常生活と関連させて考える問題の正答率は低く、児童の意識と理解に

差がある。

以上のことや各教科のつまずきのあった問題より、説明すること・日常問題に関連させること・ICT 機器を活用

することについて課題があると判断できる。

児童質問調査

生徒質問調査

令和８年度 全国学力・学習状況調査結果（児童・生徒質問調査）

・「自分の考えが上手く伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表する」の項目について、肯定

的な回答が全国の値より１１ポイント以上低い。ただし、数学においては「説明する活動をよく行っていたか」と

いう項目の肯定的回答は全国の値と比べて２０ポイント以上高い。

・ICT 機器の活用に関するいくつかの項目において、肯定的な回答が全国の値に比べて低い項目が多い。

・家庭学習の時間に関する項目について、本市と全国の値は同等程度であるが、県の値と比べると本市の値

が低い。

・小学校・中学校ともに、国語・算数数学の愛好度が昨年度の値より下がっている（低学力層も多い）。

以上より、説明すること（数学以外）・ICT 機器を活用すること・低学力層への支援について課題があると判断

できる。



【   津久見市  】

１ 調査結果の概要

２ 津久見市の学校質問調査の結果をふまえて

小学校：学校質問調査

・「授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を

行うことができるか」という項目において否定的な回答をしている学校もある。生徒質問紙においても関連

する項目について、全国の値より低い結果となっている。

・「授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行っていると思うか」という項目に関して、

否定的な回答をしている学校もある。

以上のことから、今後も説明する力を育むための授業改善・主体的な学びを核とした授業づくりが引き続

き必要と思われる。

令和８年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問調査）

中学校：学校質問調査

・「学級やグループでの話合いなどの活動で自分の考えを相手にしっかりと伝えることができているか」や

「根拠を明確にして児童に筋道立てて説明させるような授業を行いましたか」という項目において、肯定的

な回答が高い。

・「授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行っていると思いますか」や「課題の解決

に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると思いますか」という項目において、肯定的な回

答が低い。

以上のことから、対話的な活動の実施・説明する力を育むための授業改善が行われていると判断できる。

今後も引き続き、主体的な学びを核とした授業づくりが必要と思われる。


